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                               保 証 範 囲 

 

          保 証 期 間   ご購入後１年間 

 

１．この製品は、お買い上げ日より１年間保証しております。 

製造上の欠陥による故障につきましては、無償にて修理いたします。 

なお、修理は弊社工場持ち込みにての対応となります。 

      ２．保証期間内でも下記事項に該当する場合は除外いたします。 

        ａ 取扱説明書に基づかない不適当な取扱い、または使用による故障 

        ｂ 電気的、機械的な改造を加えられた時 

        ｃ 火災、地震、その他天災地変により生じた故障、損傷 

        ｄ その他、当社の責任とみなされない故障、損傷 

      ３．本保証は日本国内でのみ有効です。 

      ４．保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害は 

        保証外とさせていただきます。 

 

 
 

ＳＵＳ株式会社 
https://www.sus.co.jp/ 

 

お問合せは、Ｓｎｅｔｓ営業までお願い致します。 

 

〒439-0037 

静岡県菊川市西方 53   TEL：0537-28-8700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品改良のため、定価・仕様・寸法などの一部を予告なしに変更することがあります。 
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１. はじめに 

 

この度は、ＭｉＯコントローラをお買い上げ頂き有り難うございます。 

 

本取扱説明書はコントローラの取り扱い、運転方法等について詳細に説明してありますので、 

よくお読みになり正しく御使用されますようお願いいたします。 

設置後は、本書を製品の近くで保管し、製品を扱う全員の方が定期的に見るようにしてください。 

 

本取扱説明書は MiO-Programmer，ＭｉＯコントローラ、ＳｉＯコントローラ（ＳｉＯ－Ｎ１

／ＳｉＯ－Ｎ３／ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰ／ＳｉＯ－Ｎ１ Ｒ２）に対応しております。 

対象バージョンは、MiO-Programmer：バージョン１．２０以降、 

ＭｉＯ：バージョン１．５０以降、 

ＳｉＯ－Ｎ１、ＳｉＯ－Ｎ３、ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰ：バージョン３．１０以降、 

ＳｉＯ－Ｎ１ Ｒ２：バージョン３．７０以降です。 

バージョンはMiO-Programmerはパソコン画面左上、コントローラは側面に記載しております。 

（注）ＭｉＯ：ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ１．５１以前とﾊﾞｰｼﾞｮﾝ１．６０以降では部品構成が異なるため、 
バージョンアップすることができません。ご了承ください。 

 

本取扱説明書に記載されている内容は製品改良の為、予告無しに変更する事があります。 

最新の情報は、当社ホームページをご覧ください。 https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 

■ ■ １．１ 付属品について ■ ■ 

製品がお手元に届きましたら、付属品の確認をお願いします。 

     □ ＭｉＯコントローラ    

 

 

 

 

 

 

    本製品は、お買い上げのコントローラ１点、終端抵抗１点と、取扱説明書（簡易版）を含み

ます。 

・ＭｉＯ         ・終端抵抗        ・取扱説明書 

                                （簡易版） 
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■ ■ １．２ 安全にお使いいただくために ■ ■ 

 

安全にお使いいただくために、よくお読みになり正しくお使いください。 

以下に示す内容は、お客様や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためのものです。 

 

     ！  警告 

 

     ！  注意 

 

■■■■■  警  告  ■■■■■ 

●本書に記してあること以外の取り扱い・操作は原則として、「してはならない」と解釈 

してください。 

  ●コントローラの故障した場合や信号線の断線、瞬時停電などの異常発生の場合にも、 

システム全体が安全側に働くよう十分に安全対策を施してご使用ください。 

●人命に関わる装置には使用できません。 

●作業される場合は、必ず電源を切った後に行ってください。 

●濡れた手でコントローラを触らないでください。感電の恐れがあります。 

●コントローラは不燃物に取り付けてください。火災の原因になります。 

●各コネクタには仕様に合った電圧以外は印加しないでください。 

また、極性を間違えないようにしてください。 

●コントローラの分解や改造は行わないでください。 

 

■■■■■  注  意  ■■■■■ 

●コントローラは精密機器です。落下させたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

●コントローラを廃棄する場合は、一般産業廃棄物として処理してください。 

●入出力ケーブルは３０メートル未満で、使用してください。 

 

■ ■ １．３ 欧州ＥＣ指令への適合について ■ ■  

当社は、以下に示す製品がＥＣ指令の必須要求事項を満たしていることを確認しています。 

適合試験は第三者機関で行い、適合規格を満たした製品はケース上に認証マークを表示してい

ます。 

機器 型式 欧州ＥＣ指令 規格 

ＭｉＯ ＭｉＯ 
ＥＭＣ指令 

２０１４／３０／ＥＵ 
ＥＮ６１３２６－１：２０１３ 

 

認証マーク 

この表示は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 

内容です。 

この表示は、「傷害を負うまたは物的損害が発生する可能性が 

想定される」内容です。 
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２. ＳｉＯネットワーク 

■ ■ ２．１ ＳｉＯネットワーク 仕様 ■ ■ 
 

２．１．１ ＳｉＯネットワークとは 

ＳｉＯネットワークは、ＳｉＯコントローラ同士を接続したネットワークです。 

ＳｉＯネットワークを使用することで各コントローラの入出力情報を共有でき、複数の制御

コントローラを簡単に接続することができます。 

ＳｉＯネットワークにはマスターとなるＭｉＯコントローラが必要です。 

 

◆ ＭｉＯコントローラは、ＳｉＯネットワークを制御するコントローラです。 

◆ ＳｉＯコントローラは、コンパクトでプログラマブルな入出力コントローラです。 

     出力をＯＮ／ＯＦＦする条件を選択式の簡単なプログラマで設定します。 

    

  ２．１．２ ＳｉＯネットワーク 接続構成 

ＳｉＯネットワークは、以下図１のようにＭｉＯコントローラ１台（マスター）と 

ＳｉＯコントローラ複数台（スレーブ）を接続して構成します。 

各コントローラの接続は専用のネットワークケーブルを使用し、数珠繋ぎに接続します。 

ネットワークの最後に終端抵抗を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ネットワーク上に、ＭｉＯは１台、ＳｉＯは最大８台まで接続することができます。 

図１：ＳｉＯネットワーク構成図 

 

 ２．１．３ ＳｉＯネットワーク接続仕様 

項目 内容 

１ネットワークあたりの 

最大接続数 

９台 

（ＭｉＯ１台、ＳｉＯ８台） 

接続ケーブル ・ＳｉＯネットワーク専用ネットワークケーブル 

※ネットワークの最後に終端抵抗が必要です 

総延長距離 １００ｍ 

コントローラ間最大距離 １００ｍ 

伝送路形式 バス型 

通信方式 ＲＳ４８５通信 

・・・ 
MiO（マスター） 

SiO（スレーブ） 
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■ ■ ２．２ ＳｉＯネットワークの接続手順 ■ ■ 

 

   ＳｉＯネットワークの接続・動作確認は以下の流れで実施してください。 

   手順１～７の内容は次ページ以降をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始 

入出力点数とケーブル長確認 

・必要とするＩＯ点数とＳｉＯの選定 

・ＳｉＯ間ケーブル長、全長の確認 

・通信ケーブルの選定 

ＳｉＯネットワークの仕様を

満足するか 

手順１：機器の準備 

手順２：機器の接続 

手順３：ＩＤの変更 

プログラム登録 OK？ 

O 

手順５：動作モード変更 

手順６：動作確認 

動作確認結果 OK？ 

終了 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

 

No 

 

No 

 

手順４：プログラム登録 

手順２：機器の接続 

手順３：ＩＤの変更 

補足：コントローラ接続異常時の対処 
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手順１．機器の準備 

  以下の機器・ケーブルを準備します。 

  ※各コントローラに接続する入力機器・出力機器に関しては別途準備が必要です。 

 

◆準備物 

  ・ＭｉＯコントローラ(XAC-056) × １台 

 

 

 

  ・ＳｉＯコントローラ（ＳｉＯネットワーク対応タイプ XAC-052等） × １～８台 

 

 

 

 

  ・ネットワークケーブル(SUC-368) × ＳｉＯの台数分 

 

 

 

 

 

 

 

  ・終端抵抗(SUC-379) × １ ※ＭｉＯコントローラの付属品 

 

 

 

 

  ・２４Ｖ電源 × コントローラ台数分 

   ※専用のＡＣアダプタ使用をお勧めします。 

 

  ・ＰＣ × １台 

   ※MiO-Programmer をインストールしたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ＵＳＢケーブル（MicroB USB2.0） × １本 

   ※ＰＣとコントローラを接続し、接続状況確認・プログラム登録で使用します。 

 

 

 

・・・・ 

・・・・ 
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手順２．機器の接続 

  コントローラをネットワークケーブルで接続します。 

  ※必ず電源を切った状態で接続してください。 

  接続は数珠繋ぎに接続し、接続の最後のコントローラに終端抵抗を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コントローラ間の距離を伸ばす場合は、以下ネットワーク延長ケーブルを使用してください。 

 

   ・ネットワーク延長ケーブル  

     ※SUC-369 MiO用通信延長ｹｰﾌﾞﾙ、SUC-371 MiO用通信延長耐屈曲ｹｰﾌﾞﾙ など 

 

 

 

 

 

手順３．ＩＤの変更 

  手順２が完了したらＳｉＯコントローラのＩＤを変更します。 

  ※必ず電源を切った状態で変更してください。 

  ＳｉＯコントローラの前面のＩＤスイッチを１～８に割り当てて変更してください。 

  ＩＤが同一ネットワーク上で重複した場合、正しく動作しません。 

  ＳｉＯネットワークでは、ＩＤ０、９～Ｆは使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 

・・・ 

ＩＤ１～８使用可 ＩＤ０、９～Ｆ未使用 
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手順４．プログラム登録 

  接続が終了したら全コントローラの電源を入れてください。 

 

注意： 

   コントローラの電源を別々に入れる場合、ＭｉＯコントローラは一番最後に電源を投入

してください。 

   先にＭｉＯコントローラの電源を入れた場合、以降に電源をいれたコントローラとは接

続が確立されません。再度ＭｉＯコントローラの電源をＯＦＦ／ＯＮしてください。 

   毎日電源をＯＮ／ＯＦＦするような場合には、必ずＭｉＯの電源が最後になるか、もし

くは全て同時に電源が入るようにしてください。 

 

  MiO-Programmer にプログラムを入力し、コントローラに登録してください。 

  ＰＣとＭｉＯをＵＳＢ接続して登録すると、全機器に一斉に登録されます。 

  ※プログラムの入力方法の詳細は『MiO-Programmer取扱説明書』をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＰＣとＳｉＯをＵＳＢ接続して登録すると、接続したＳｉＯのみ登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＵＳＢ通信後、コントローラ本体の電源ケーブルを抜き、電源を切ってからＵＳＢケーブ

ルを抜いてください。 

MiO-Programmerと MiOを接続してプログラム登録。 

全機器一斉に登録されます。 

全コントローラ一括ダウンロード 

SiOに個別に登録することも可能です。 

※この場合、その他のコントローラには登録されません。 

USBケーブル 

USBケーブル 

ダウンロード対象の全ＳｉＯコントローラが接続されていない場合、プログラム登録

を実行できません。ページ 2-6『補足：コントローラ接続異常時の対処方法』を確認

し、修正後、再度登録してください。 

 



 MiO Controller 

                                                                               SUS Corporation  
2-6 

   

 

 

 

  ＭｉＯコントローラとＳｉＯコントローラを正しいＩＤ・配線で接続していない場合、プロ

グラム登録を行うことが出来ません。以下の接続確認手順・確認を行い、正しい接続に変更して

ください。 

 

【接続確認手順】 

  ・ＭｉＯコントローラとＰＣ（MiO-Programmer をインストール済みのパソコン）を 

ＵＳＢケーブルで接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・MiO-Programmer 画面を起動します。 

   MiO-Programmer 画面左の『接続確認』ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  接続確認ボタン 

  押下で更新 

 

 

 

  ・接続されているコントローラのＮｏが赤く点灯します。 

接続対象のコントローラが赤点灯し認識されていることを確認してください。 

  ※注：ＭｉＯコントローラが初期出荷状態で、かつ一度もプログラム登録していない場合は、 

アラーム表示されますが、問題ありません。 

 

 

補足 コントローラ接続異常時の対処方法 

USB 

ケーブル 

※注 



 MiO Controller 

                                                                               SUS Corporation  
2-7 

 

 

          コントローラ No が赤点灯しない場合は、接続されていません。 

          以下の【コントローラの電源の確認】【コントローラＩＤの確認】 

【ネットワークケーブルの接続確認】【変更後の確認】を行ってください。 

接続変更等をする場合、コントローラの電源は切ってください。 

 

         ←  消灯しているＩＤのコントローラは接続されていません。 

以下の確認・対処を行ってください。 

 

 

 

 

 【コントローラの電源の確認】 

   コントローラ左上の電源ＬＥＤが点灯(ＭｉＯ:白、ＳｉＯ:緑)していることを 

確認してください。 

 

 

       点灯していない場合、電源が入っていません。 

       供給電源を確認してください。 

 

 

 【コントローラＩＤの確認】 

   コントローラのＩＤが正しく設定されているか確認してください。 

   ＩＤは１～８を使用してください。 

   同じＩＤは使用できません。スイッチの向きにご注意ください。 

   ※ＩＤ変更後、必ずＳｉＯを再起動し、最後にＭｉＯを再起動してください。 

 

 スイッチ向きの確認 

 

 

      この場合、ＩＤ『１』です。 

 

 

 

 ＩＤ重複の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ID1 ID2 ID2 

同じＩＤは使用できません。 
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 【ネットワークケーブルの接続確認】 

   ネットワーク通信を正常に行っている場合、コントローラのＬＥＤが点滅します。 

   点滅していない場合、ネットワークケーブルの切断等の異常がないか確認してください。 

 

 

ＭｉＯコントローラ：ＬＥＤ（橙）点滅 

ＳｉＯコントローラ：ＬＥＤ（赤）点滅 

が正常です。 

消灯している場合、通信接続を確認してください。 

 

 

 

                 ネットワークケーブルがしっかりと接続されていること 

を確認してください。 

                 ※カチッと音がするのが正常な勘合です。 

 

 

 

 

 

     ○：正常な勘合   ×：抜けかけている 

 

 

  ＩＤ変更・接続変更を行った場合は、ＳｉＯの電源を再度投入してください。 

  電源ＯＮ後、MiO-Programmer 画面の『接続確認』ボタンを押下して 

確認してください。 

 

 

 【変更後の確認方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※接続している全コントローラが点灯することをご確認ください。 

電源の 

ON/OFF 

『接続確認』ボタン 

を押下 

対象機器が接続中

になることを確認 
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手順５．動作モード変更 

  登録したプログラムで動作させるため、各コントローラをＲＵＮモードにします。 

  ＲＵＮモードは、各コントローラのＲＵＮスイッチをＲＵＮ側モードに変更してください。 

  ＲＵＮモードになりますと登録したプログラムの動作が始まります。 

 

  ＳｉＯネットワークでは、ＲＵＮモードはＭｉＯに依存します。 

  ＭｉＯのスイッチがＳＴＯＰの場合、全コントローラが動作停止になります。（表１） 

 

表１：ＳｉＯネットワーク ＲＵＮモード確認表 

ＭｉＯ 

ＲＵＮスイッチ 

ＳｉＯ 

ＲＵＮスイッチ 

 ＭｉＯ 

コントローラ動作 

ＳｉＯ 

コントローラ動作 

ＲＵＮ 

 

 

     →→ 

スイッチ方向 

ＲＵＮ 

 

スイッチ方向 →→ 

→ ＲＵＮモード 

（動作） 

ＲＵＮモード 

（動作） 

ＳＴＯＰ 

 

スイッチ方向 ←← 

→ ＲＵＮモード 

（動作） 

動作停止 

ＳＴＯＰ 

 

 

     ←← 

スイッチ方向 

ＲＵＮ 

 

スイッチ方向 →→ 

→ 動作停止 動作停止 

ＳＴＯＰ 

 

スイッチ方向 ←← 

→ 動作停止 動作停止 

 

手順６．動作確認 

  入出力配線の確認やプログラムの確認は、MiO-Programmerのモニタ画面をご活用ください。 

  モニタ画面では、入出力状態・カウント値・タイマ値を確認できます。 

  ＰＣとＭｉＯをＵＳＢ接続すると、ＳｉＯネットワーク内の全コントローラの状態を確認でき、 

ＰＣとＳｉＯをＵＳＢ接続すると、接続したＳｉＯコントローラのみの状態を確認できます。 

※モニタ画面の詳細は『MiO-Programmer取扱説明書』をご参照ください。 
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■ ■ ２．３ ＳｉＯネットワーク接続に関する注意事項 ■ ■ 

 ＳｉＯネットワーク使用にあたり、以下の注意事項をご確認ください。 

機器 項目 内容 

コントローラ ＩＤ範囲 ＳｉＯのＩＤは１～８を使用してください。連続である必要はあ

りません。（１，３，５等で使用することも可能です。） 

ＩＤ０とＩＤ９～Ｆは使用できません。 

ＩＤ０はネットワークに接続せず単独で使用する場合の専用ＩＤ

です。ＩＤ９～Ｆは使用しません。 

ＩＤ重複 ネットワーク内に重複したＩＤは使用できません。 

重複した場合、電源ＯＦＦ後ＩＤスイッチを正しく変更してくだ

さい。 

電源ＯＦＦ 一部のコントローラの電源をＯＦＦしてもＳｉＯネットワークは

動作します。 ※１ 

電源ＯＦＦと復旧 一度電源をＯＦＦしたＳｉＯコントローラを再度ネットワーク 

に接続する場合は、以下のいずれかの通信再開手順を 

行ってください。 

・ＭｉＯの電源をＯＦＦ後、ＯＦＦしたＳｉＯコントローラの 

電源をＯＮ後にＭｉＯの電源をＯＮする。 

※ＭｉＯの再起動中はＳｉＯの動作は停止します。 

・全コントローラを再起動する 

バージョン コントローラのソフトウェアバージョンが対象バージョンとなっ

ているか確認してください。 

ネットワーク 全長 通信ケーブルは全長１００ｍ以内としてください。 

例： 

 ○：２ｍ＋２ｍ＋２ｍ＋２ｍ＋２ｍ＋２ｍ＋２ｍ（計１４ｍ） 

 ○：５０ｍ＋３０ｍ＋２０ｍ（計１００ｍ） 

 ×：２ｍ＋１００ｍ （計１０２ｍ） 

終端抵抗 ＳｉＯネットワークの最後のＳｉＯには終端抵抗を接続してくだ

さい。 

ネットワーク断線 ＳｉＯネットワークが断線した場合、断線箇所以降のＳｉＯは動

作停止状態となります。 ※１ 

ネットワーク断線

と復旧 

ネットワーク復旧後、以下のいずれかの通信再開手順を行ってく

ださい。 

・ＭｉＯのＲＵＮスイッチを一度ＯＦＦ／ＯＮする。 

・ＭｉＯを再起動する。 

※ＭｉＯの再起動中はＳｉＯの動作は停止します。 

・全コントローラを再起動する 

MiO-Programmer ＭｉＯ接続／ 

ＳｉＯ接続 

※２ 

ＭｉＯと接続するとネットワーク全体のプログラム読込み・書込

み・ＩＯモニタを行い、ＳｉＯと接続するとＳｉＯ単体のプログ

ラム・ＩＯモニタを行います。 

SiO-Programmer 

互換 

以下プログラムは、SiO-Programmer では読み込めません。 

・MiO-Programmer で作成・保存したプログラムファイル 

・MiO-Programmer で登録したＳｉＯコントローラのプログラム 

※１：電源断や断線により未接続の SiO がある場合、MiO はアラーム状態となります。アラーム中

のネットワーク全体の動作／停止は、MiO-Programmerのパラメータで選択できます。 

※２：１台の PCで複数台のコントローラと同時に USB通信することはできません。 
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３．ＭｉＯコントローラ 

■ ■ ３．１ 仕様 ■ ■ 

 

３．１．１ ＭｉＯ 仕様 

型式 ＭｉＯ 

取付方式 ＧＦ（Ｎ） ／ ＤＩＮレール 

電源電圧 DC24V±10％ 0.3A  DC プラグ：5.5mm×2.1mm 

入出力点数 入力：2 点  出力：2 点 

入力仕様 DC24V±10％    7mA/DC24V 無電圧接点入力(NPN) 

出力仕様 DC24V±10％  100mA/DC24V ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ(NPN) 

プログラム方式 
作成：専用ＰＣソフトによる選択式プログラム（無償ダウンロード） 

言語：ＳＵＳオリジナル 

通信仕様 
USB2.0 仕様準拠/micro-B タイプ 

485 通信：ＳＵＳオリジナル ※ＳｉＯネットワーク 

使用環境 
温度-10～40℃ 湿度：35～85％RH 結露のないこと 

屋内で直射日光のあたらない所 

使用雰囲気 腐食性ガス・オイルミスト・引火性ガス・粉塵のない場所で動作可能 

ＲｏＨＳ対応 鉛フリー対応、ＲｏＨＳ指令対応 

重量 約 128ｇ 

 

３．１．２ ＭｉＯ 外形寸法図 
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■ ■ ３．２ 各部の名称 ■ ■  

ＭｉＯコントローラの名称および用途などについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名 称 用  途 

① 電源コネクタ ＤＣ２４Ｖ入力 ＡＣアダプタを接続します 

② 入出力コネクタ 入出力用のコネクタです（６芯） 

③ 電源 ＬＥＤ（白） 電源ＯＮ時に点灯します 

④ 

ＲＵＮ ＬＥＤ（緑） ＲＵＮ時に点灯します 

Ａｌａｒｍ ＬＥＤ（赤） アラーム時に点灯します。 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

ＬＥＤ（青） 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信中に点滅します。 

ＲＳ２３２Ｃ 

ＬＥＤ（黄） 
未使用 

ＳｉＯ Ｎｅｔｗｏｒｋ 

ＬＥＤ（橙） 
ＳｉＯネットワーク通信中に点滅します。 

⑤ 
ＩＮ  ＬＥＤ（赤） 入力信号がＯＮ時に点灯します 

ＯＵＴ ＬＥＤ（緑） 出力信号がＯＮ時に点灯します 

⑥ ＲＵＮスイッチ プログラムを実行するときはＲＵＮ（右側）します 

⑦ ＵＳＢコネクタ ＵＳＢケーブルを接続します（ＭｉｃｒｏＢ ＵＳＢ２．０） 

⑧ 
ＳｉＯＮｅｔｗｏｒｋ 

コネクタ 
ＳｉＯネットワーク対応コントローラを接続します。 

⑨ 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

コネクタ 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ機器を接続します。 

⑩ ＧＦ取付ツメ ＧＦ（Ｎ）取り付け用のツメです 

⑪ アース用端子 必要な場合、Ｍ３×４ネジでアースを接続してください 

※ 「RS232Cコネクタ」は、長らく未使用だったため廃止いたしました。 

在庫終了次第、RS232Cコネクタ無しの MiOコントローラへ仕様変更させていただきます。 

バージョンシール 

② 

① 
④

 

 

  
⑤ 

⑥ 

⑪ 

③ 

⑩ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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■ ■ ３．３ 動作のしくみ ■ ■ 

 

３．３．１ プログラムについて 

 

   ＭｉＯコントローラのプログラムは、出力をＯＮする条件、ＯＮしている期間を設定します。 

   プログラムの編集・登録は、専用ソフト「ＭⅰＯ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ」で行います。 

 

   ４つの項目を設定します。 

１．出力･･･ＯＮする出力・Ｇ－ＦＬＡＧ 

２．条件･･･出力がＯＮするための条件、待ち時間 

３．ＯＮする期間･･･ＯＮになった出力が OFFするための条件 

４．出力状態方法･･･出力の方法 

 

 

  例：ＩＮ１がＯＮするとＩＮ１がＯＦＦするまでＧ－ＦＬＡＧ１をＯＮさせる場合 

 

 

 

 

    ＩＮ１  

 

 

 

 Ｇ－ＦＬＡＧ１ 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   詳細は、「５ ＭⅰＯ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ」、 

または「ＭⅰＯ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ取扱説明書」を参照ください。 
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３．３．２ サイクルタイムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭｉＯコントローラは上記の処理を繰り返し実行します。 

  この３つの処理を１回実行する時間をサイクルタイムといいます。 

 

  ＭｉＯコントローラのサイクルタイムは３０ｍｓｅｃです。 

   

 

 

３．３．３ 入力応答時間について  

 

   入力のＯＮ／ＯＦＦ時間は１０ｍｓｅｃ以上が必要です。  

   １０ｍｓｅｃ以下の場合、読み込むことができません。 

 

   したがって、入力応答時間は １０ｍｓｅｃ＋サイクルタイム となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力処理 

（データ取得） 

出力処理 

（データセット） 

プログラム 

処理 
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■ ■ ３．４ 設置方法 ■ ■ 

 

３．４．１ コントローラの設置 

 

コントローラの設置について、次の注意事項を守りご使用下さい。 

◆ 直射日光があたる場所での使用は避けてください。  

    ◆ コントローラの内部に異物が入らないようにしてください。 

    ◆ 高温・多湿、ホコリ、鉄粉、切削油等の粉塵が多い場所での使用は避けてください。 

 

３．４．２ コントローラへの配線 

 

   ＡＣアダプタやＩ／Ｏケーブルの配線を以下のように行ってください。 

   配線を行う際は、必ず電源を遮断した状態で行ってください。 

 

   ①コントローラ・電源コネクタへの配線 

     電源コネクタへ、ＤＣ２４Ｖを接続します。専用のＡＣアダプタ使用をお勧めします。 

     お客様で電源をご用意される場合は、以下のサイズのプラグをご用意ください。 

 

5.5mm(外径) ×2.1mm(内径)      配線記号 

        プラグ                  ジャック          

 

 

 

 

 

 

 

   ②Ｉ／Ｏケーブルの接続  

    入出力コネクタへＩ／Ｏケーブルを接続します。 

    ※カチッと音がするのが正常な勘合です。 

     

接続前             

 

 

接続後 

 

           コネクタを外す場合は、電線を引っ張らずにコネクタ部分を持って 

抜いてください。 

           無理に引っ張ると、断線する可能性があります。 

！ 注意 
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   ③ＳｉＯネットワークケーブルの接続  

    ＳｉＯＮｅｔｗｏｒｋコネクタへＳｉＯネットワークケーブルを接続します。 

    ※カチッと音がするのが正常な勘合です。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ■ ３．５ 設定について ■ ■ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５．１ ＲＵＮスイッチ 

ＲＵＮスイッチを操作し、プログラムの実行／停止を行います。 

    スイッチをＲＵＮ（右側）することでプログラムを実行し、左側で停止します。 

    停止時、出力はすべてＯＦＦになります。 

 

    ＭｉＯが停止中は、ネットワーク上の全てのスレーブが停止します。 

 

ＲＵＮスイッチ 
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■ ■ ３．６ 入出力について ■ ■ 

   

３．６．１ 入出力コネクタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入出力コネクタ 

 

ピンＮｏ. 入出力 信号名 

1 － 0V 

2 出力 OUT2 

3 出力 OUT1 

4 入力 IN2 

5 入力 IN1 

6 － 24V（出力） 

     ＊24V・0Vは、それぞれコントローラ内部で電源入力の 24V・0Vに接続されています。 

      24Vはコントローラから出力されます。外部から 24V供給しないでください。 

 

     コネクタ コントローラ側：Ｓ６Ｂ－ＸＨ－Ａ <JST> 

          ケーブル側：ハウジング：ＸＨＰ－６<JST> 

                コンタクト：ＳＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６<JST> 

 

オプションにてＩ／Ｏケーブルを用意しております。 

  型式：ＸＡＲ－０３８ ケーブル長：１５０ｍｍ 

 

 

ピンＮｏ. 信号名 線色 

1 0V アオ 

2 OUT2 ミドリ 

3 OUT1 キ 

4 IN2 オレンジ 

5 IN1 アカ 

6 24V（出力） チャ 
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３．６．２ 入力回路仕様 

 

項 目 仕 様 

入力点数 ２点 

入力電圧 DC24V±10% 

入力電流 約 7mA／DC24V 

絶縁方式 非絶縁 

 

 

 

外部に無接点回路を接続される場合、スイッチＯＦＦ時の１点当たりの漏洩電流は 

１ｍＡ以下として下さい。 

機械式接点（リレー、スイッチ等）をご使用の際は、サイクルタイムなどから寿命を 

     ご考慮ください。また、接点が微小電流用の物をご使用下さい。 

 

３．６．３ 出力回路仕様 

 

項 目 仕 様 

出力点数 ２点 

負荷電圧 DC24V±10% 

最大負荷電流 100mA/1点 

絶縁方式 非絶縁 

 

 

 

     本出力素子は、負荷短絡もしくは定格以上の電流が流れた場合は、内部回路が破損します。 

リレー等の誘導負荷を接続される場合は、リレーの負荷電流をご確認の上ご使用下さい。 

また、コイルに逆起電力吸収用ダイオードを必ず接続して下さい。 
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■ ■ ３．７ Ethernet通信について ■ ■ 

   

  ＰＣなどの Ethernet対応機器から、ＭｉＯネットワーク上のコントローラの入出力状態を 

読み出すことができます。 

  また、ＭｉＯプログラムで使用できる Etherフラグの制御を行うことができます。 

 

  ＭｉＯコントローラは、ＴＣＰサーバとして動作します。 

  接続先をクライアントに設定して使用ください。 

 

  詳細は「MiO Ethernet通信取扱説明書」を参照ください。 

 

３．７．１ 通信仕様 

  項目 内容 

チャネル数 １チャネル 

通信速度 10 Mbpsおよび 100 Mbps 

通信方式 全二重通信および半二重通信 

 

３．７．２ 設定項目 

   ＭｉＯ－ＰｒｏｇｒａｍｍｅｒからＭｉＯコントローラのＩＰアドレス、サブネットマスク、 

デフォルトゲートウェイ、ポートＮｏ、タイムアウト設定を登録します。 

 ＩＰアドレスの取得方法を自動／手動どちらかを登録します。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．７．３ Ethernetケーブルの接続 

    Ethernetコネクタへ Ethernetケーブルを接続します。 

    ※カチッと音がするのが正常な勘合です。 
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３．７．４ Ｉｏｔ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒについて 

  

ＭｉＯとＰＣを連携しデータ収集やＰＣからの制御等を行うことができるＷｉｎｄｏｗｓ用ソフトウェ

アです。 

弊社Ｗｅｂサイトよりダウンロードして無償でご利用いただけます。 

https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 

Iot-Programmerの詳細は『Iot-Programmer取扱説明書』をご参照ください。 
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４．ＳｉＯコントローラ 

 ＳｉＯコントローラの各部の名称を記載します。 

その他、入出力回路仕様やサイクルタイムに関しては、ＳｉＯコントローラ取扱説明書をご参照 

ください。 

 

■ ■ ４．１ 各部の名称 ■ ■ 
４．１．１ ＳｉＯ－Ｎ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名 称 用  途 

① 電源コネクタ 
ＤＣ２４Ｖ入力 ＡＣアダプタを接続します 

※電源コネクタ以外から電源供給を行わないでください 

② 電源 ＬＥＤ（緑） 電源ＯＮ時に点灯します 

③ ＲＵＮスイッチ プログラムを実行するときはＲＵＮ（右側）します 

④ ＲＵＮ ＬＥＤ（緑） ＲＵＮ時に点灯します 

⑤ 入力コネクタ 入力用のコネクタです（ｅ－ＣＯＮ（４極）×８入力） 

⑥ 出力コネクタ 出力用のコネクタです（ｅ－ＣＯＮ（３極）×８出力） 

⑦ ＩＮ  ＬＥＤ（赤） 入力信号がＯＮ時に点灯します（ＩＮ１～８） 

⑧ ＯＵＴ ＬＥＤ（緑） 出力信号がＯＮ時に点灯します（ＯＵＴ１～８） 

⑨ ＵＳＢコネクタ ＵＳＢケーブルを接続します（ＭｉｃｒｏＢ ＵＳＢ２．０） 

⑩ Ｔ１ タイマー１を設定します 

⑪ Ｔ２ タイマー２を設定します 

⑫ アース用端子 Ｍ３×４ネジでアースを接続してください 

⑬ ＧＦ取付ツメ ＧＦ（Ｎ）取り付け用のツメです 

⑭ ＩＤスイッチ 
ＳｉＯのＩＤを指定します。 

ＳｉＯネットワークでは１～８使用。 

⑮ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタａ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します。 

⑯ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタｂ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します。 

⑰ 
ＳｉＯネットワーク 

ＬＥＤ(赤) 
ＳｉＯネットワーク通信中に点滅します。 

 

② 

⑨ 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

① 

バージョンシール 

⑩ ⑪ ⑫ 

⑬ 

④ 

③ ⑭ 

⑮ 
⑯ 

⑰ 
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４．１．２ ＳｉＯ－Ｎ３／ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名 称 用  途 

① 電源コネクタ 
ＤＣ２４Ｖ入力 ＡＣアダプタを接続します 

※電源コネクタ以外から電源供給を行わないでください 

② 電源 ＬＥＤ（白） 電源ＯＮ時に点灯します 

③ ＲＵＮスイッチ プログラムを実行するときはＲＵＮ（右側）します 

④ ＲＵＮ ＬＥＤ（青） ＲＵＮ時に点灯します 

⑤ 入力コネクタ 入力用のコネクタです（e-CON（４極）×１６入力） 

⑥ 出力コネクタ 出力用のコネクタです（e-CON（３極）×１６出力） 

⑦ ＩＮ  ＬＥＤ（赤） 入力信号がＯＮ時に点灯します（ＩＮ１～１６） 

⑧ ＯＵＴ ＬＥＤ（緑） 出力信号がＯＮ時に点灯します（ＯＵＴ１～１６） 

⑨ ＵＳＢコネクタ ＵＳＢケーブルを接続します（MicroB USB2.0） 

⑩ Ｔ１ タイマー１を設定します 

⑪ Ｔ２ タイマー２を設定します 

⑫ アース用端子 Ｍ３×４ネジでアースを接続してください 

⑬ ＧＦ取付ツメ ＧＦ（Ｎ）取り付け用のツメです 

⑭ ＩＤスイッチ 
ＳｉＯのＩＤを指定します。 

ＳｉＯネットワークでは１～８使用。 

⑮ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタａ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します。 

⑯ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタｂ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します。 

⑰ 
ＳｉＯネットワーク 

ＬＥＤ(赤) 
ＳｉＯネットワーク通信中に点滅します。 

 

② 
⑩ 

⑫ 

⑨ 

③ 

④ 

⑬ 

⑪ 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

① バージョンシール 

⑭ 
※ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰ

は同様の配置 

⑫ 

⑯ 

⑮ 

⑰ 
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４．１．３ ＳｉＯ－Ｎ１ Ｒ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

番号 名 称 用  途 

① 電源コネクタ 
ＤＣ２４Ｖ入力 ＡＣアダプタを接続します 

※電源コネクタ以外から電源供給を行わないでください 

② 電源 ＬＥＤ（白） 電源ＯＮ時に点灯します 

③ ＲＵＮスイッチ プログラムを実行するときはＲＵＮ（右側）します 

④ ＲＵＮ ＬＥＤ（青） ＲＵＮ時に点灯します 

⑤ 入力コネクタ 入力用のコネクタです（e-CON（４極）×８入力） 

⑥ 出力コネクタ 出力用のコネクタです（e-CON（３極）×８出力） 

⑦ ＩＮ  ＬＥＤ（赤） 入力信号がＯＮ時に点灯します（ＩＮ１～８） 

⑧ ＯＵＴ ＬＥＤ（緑） 出力信号がＯＮ時に点灯します（ＯＵＴ１～８） 

⑨ ＵＳＢコネクタ ＵＳＢケーブルを接続します（MicroB USB2.0） 

⑩ Ｔ１ タイマー１を設定します 

⑪ Ｔ２ タイマー２を設定します 

⑫ アース用端子 Ｍ３×４ネジでアースを接続してください 

⑬ ＧＦ取付ツメ ＧＦ（Ｎ）取り付け用のツメです 

⑭ ＩＤスイッチ 
ＳｉＯのＩＤを指定します。 

ＳｉＯネットワークでは１～８使用。 

⑮ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタａ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します 

⑯ 
ＳｉＯネットワーク 

コネクタｂ 
ＳｉＯネットワークケーブルを接続します 

⑰ 
ＳｉＯネットワーク 

ＬＥＤ(赤) 
ＳｉＯネットワーク通信中に点滅します。 

 

② 

⑨ 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

① 

バージョンシール 

⑩ ⑪ 
⑫ 

⑬ 

④ 

③ ⑭ 

⑮ 

⑯ 
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５．ＭｉＯ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ 

 

MiO-Programmer は、プログラムを設定することが可能です。 

弊社Ｗｅｂサイトよりダウンロードして無償でご利用いただけます。 

https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 

※ＰＣとの通信にはＵＳＢケーブル（MicroB USB2.0）が必要です。 

 

対応ＯＳ等の使用環境、操作方法は弊社Ｗｅｂサイトおよび MiO-Programmer の取扱説明書で

ご確認お願いします。 

 
 

【主な機能】 

①プログラム編集 

出力のＯＮする条件を設定します。 

編集したプログラムは、ファイル保存、印刷等することができます。 

 

   ②入出力状態の確認 

    入出力の状態を表示します。 

 

   ③コントローラから読み込み、コントローラへ登録 

    プログラムの読み込み、登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MiO-Programmer画面 
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６．ＭｉＯタッチパネル 

 

ＭｉＯタッチパネルは、ＳｉＯネットワークに接続し、スイッチ操作やデータ表示などを 

行います。 

ネットワーク内のＭｉＯ、ＳｉＯの状態を表示することができます。 

  

操作方法はＭｉＯタッチパネルの取扱説明書でご確認お願いします。 

 

【主な機能】 

①入出力状態の確認 

入出力の状態を表示します。 

 

   ②ＴＰフラグのＯＮ／ＯＦＦ 

    タッチパネルのスイッチ状態をＭｉＯに送信します。 

    ＴＰフラグはＭｉＯのプログラム条件で使用することができます。 

 

   ③タイマ、カウンタ値の確認 

    タイマ、カウンタの値を表示します。 

 

  【接続】  

   ＳｉＯネットワークに接続して使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

項目 仕様 

型式 ＭｉＯタッチパネル 

アイテムＮｏ， ＳＵＣ－６５９ 

電源電圧 ２４Ｖ 

ケーブル長 ２ｍ 

重量 約１２００ｇ 

 

 ※ ご注意 
 １．ＭｉＯのバージョンをご確認ください。 

ＭｉＯタッチパネルは ＭｉＯ Ｖｅｒ．１．５０以上で使用可能です。 
 

 ２．他の機種へは接続しないでください。 
   ＭｉＯタッチパネルは、ＳｉＯネットワーク専用に設計されています。 
   ＭｉＯ、ＳｉＯ－Ｎｘ以外の機器へは接続しないでください。 
 
 ３. ＭｉＯとタッチパネルの通信は１００ｍｓｅｃ間隔になります。 
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７．オプション 

 ＭｉＯコントローラ、ＳｉＯコントローラに対応したオプションを多数ご用意しております。 

 （各種ケーブル、コネクタ単品、入出力機器など） 

 

 ※入出力オプションは、ＳｉＯ－Ｎ３ＰＮＰでは使用できません。 

 

 詳細は、下記当社ホームページを参照ください。 

 

 当社ホームページ https://fa.sus.co.jp/products/sio/ 

 製品一覧 → ＳｉＯ → 接続対応機器 
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